JD連続講座2015　第3回
2016年3月22日(火) 18:30～20:30　於）上智大学 四谷キャンパス4-195
・・・・・・・・・・・・・・
国連・障害者権利条約にふさわしい施策実現を求めて！

社会保障・障害者施策の転換期！その政策動向と影響を学ぶ！
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はじめに

本講義のねらい

１．看過できない障害があることによる不利益－さながら「二級市民」の如く

 1) 格差や不利益の実態（詳細はスライドにて）

  ア, 震災被害（東日本大震災での障害者の死亡率）

  イ, 所得（相対的貧困状況、福祉的就労利用者の実態）

  ウ, 労働（賃金(工賃)、雇用形態など）

  エ, 医療（精神科病院での在院日数、医師等の配置基準）

  オ, 教育（大学進学率）

  カ, 健康

  キ, 結婚（福祉的就労利用者の結婚率）

  ク, 虐待（障害者の虐待の実態、他分野の虐待との比較）

  ケ, その他（携帯電話の所持率など）

  コ, 二つの事件（安永健太死亡事件、和歌山での子殺し事件）

 2) 格差・不利益の背景と本質

２．不利益からの脱却と障害者権利条約－条約の全体像と本質

 1) 障害者権利条約（権利条約）の三つのすばらしさ

 2) 権利条約の全体像（2種類の条約から成る　本体の権利条約は25項目の前文と50カ条の本則）

 3) 権利条約の真髄

  ア, 制定過程で特筆すべき点

  イ, 内容面で特筆すべき点

 4) 権利条約の批准と法的な効力

  ア, 批准日は2014年1月20日、発効日は同年2月19日

  イ, 批准（締結）した条約は一般法律の上位（憲法98条2項に基づいて）

 5) 権利条約に関する当面の課題

 ア, 政府報告書関連（国連への提出は4月に予定、パラレルレポートの作成準備など）

 イ, 関連する国際動向の注視（締約国会議、障害者権利委員会での各国報告書の審査状況等）

３．権利条約の力の増幅に向けてー周知と活用

 1) 社会（地域）への周知

 2) 権利条約に照らして障害分野の総点検（政策面を中心に）

 3) 日常的な活用（当事者活動、支援の現場、事業展開に際して）

 4) 運動のよりどころ（政策提言、権利保障運動の根拠）

４．平和な社会で映える権利条約ー忘れてはならない史実

 1) 「ナチスドイツと障害者」（「T4作戦」が今に伝えるもの）

 2) 戦時下の勇敢な人々（オットー・ヴァイトに焦点を当てて）

   ※ビデオ上映（NHK・ハートネットTV短縮版）

５．権利条約に恥じない政策づくりに向けてー障害関連政策のあり方を中心に

 1) 基本的な課題

  ア, 基礎的なデータ・資料の集積

  イ, 政策審議システムの根本的な改革

 2) 当面の政策課題

  ア, 社会保障・社会福祉政策全体の変質（政府あげての給付抑制政策の加速）

  イ, 障害者差別解消法の施行目前（4月1日から施行）

  ウ, 障害者総合支援法改正案の行方（3月1日に改正案の閣議決定）

  エ, 遅れている重要法律の定時改正（障害者基本法、障害者虐待防止法など）

  ※中・長期的な政策課題は別稿（JDブックレット№1）を参照

６．障害分野関係者の一人ひとりに問われること－不透明感や閉塞感が強まる中で

　1) 想起してほしい「タイタニック論」

　2) 徹底した当事者本位

７．むすび

■添付資料（略）
資料1 障害者権利条約公定訳全文　ｐ3～22
資料2 広報誌「TOKYO人権」

資料3 新聞切り抜き　ｐ23～27
　　　１）節目迎える障害者福祉（神奈川新聞2016年1月9日）
　　　２）障害者権利条約の絵本「学校図書にしたい」(毎日新聞2015年9月15日）
３）戦時下 障害者切捨て ナチス20万人を虐殺（東京新聞2015年11月1日）　
４）取り押さえ死 二審も棄却（西日本新聞2015年12月22日）
５）精神障害　一番苦しんだのは（朝日新聞2015年11月25日）　
障害者権利条約に恥じない政策を


当面する運動の課題と一人ひとりに問われるもの








講師　藤井 克徳（ＪＤ代表）


（ＮＰＯ法人高齢社会をよくする女性の会理事長）    








（ＮＰＯ法人高齢社会をよくする女性の会理事長）
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